
第11回　日本臨床知識学会 学術集会 プログラム　　　　大会テーマ　「協業で育てる臨床知識」

大会長：矢野 真（元日本赤十字社総合福祉センター所長）

開催日：2026年12月19日（土）

会場：東京大学　伊藤国際学術研究センター (所在地)　〒113-8656 東京都⽂京区本郷7-3-1

8:00～ 8:10～
8:30～9:30 (60分)

5演題：発表9分・質疑3分

9:30～

9:40

(10分)

9:40～10:40 (60分)

5演題：発表9分・質疑3分

10:40～

10:50

(10分)

10:50～11:50  (60分)

5演題：発表9分・質疑3分

11:50～12:20

(20分)

開始は４分後

12:20～12:40

(20分)

12:40～14:10 (90分)

（講演各14分＋入替1分 ）×4件＝60分

討論・座長総括　30分

14:10～

14:20

(10分)

14:20～16:00(100分)

（講演各14分＋入替1分）×5件＝75分

討論・座長総括　25分

16:00～16:20

(20分)

授賞式15分、次回大会

挨拶合計5分

16:20～17:00

第1ルーム

伊藤謝恩ホール

B2

（390名）

（準備のための

施設開錠）

実行委員と補

助者のみ入場

参加者入場

受付開始

一般演題　１　(口演）　（60分）

「身体的拘束最小化と患者安全」

座長

名取　良弘　（麻生飯塚病院）

口演者　(5名)

佐伯久美（古河赤十字病院）

平井香恵（姫路赤十字病院）

芦田真知子（姫路赤十字病院）

神谷有香（藤枝市立総合病院）

黒田　聡（京都大学大学院医学研究科）

※優秀発表審査対象発表

休憩

一般演題　2　(口演）　（60分）

「PCAPSの導入・定着とコンテンツ構築」

座長

藤原 優子　（町田市民病院）

口演者　(5名)

村上由香里（山口大学医学部附属病院）

藤井聡美（山口大学医学部附属病院）

田中綾乃（ベルランド総合病院）

中島栄子（聖マリア病院）

千野颯也（電気通信大学大学院）

※優秀発表審査対象発表

休憩

一般演題　3　(口演）　（60分）

「データ利活用と業務プロセスの評価」

座長

羽藤　慎二　(国立病院機構四国がんセンター)

口演者　(4名）

岸田啓佑（松江赤十字病院）

中島彰吾（松江赤十字病院）

秦　美香子（松江赤十字病院）

佐野美和子（飯塚病院）

※優秀発表審査対象発表

<共有セッション>

座長

水流聡子

（東京大学）

日常臨床の質改善を

支援する「PCAPS搭

載チームコンパス」の日

常臨床支援機能とダッ

シュボード機能について

㈱イノシア

中尾彰宏

加藤大昌

 大会長講演

協業で育てる

臨床知識

座長

井手　睦

（社会医療法人

雪の聖母会　聖

マリアヘルスケ

アセンター）

大会長

矢野　真

（元日本赤十字

社総合福祉セン

ター所長）

シンポジウム 1　&　討論会

忙殺からの変革　～価値ある変貌の「知覚」と「指標化」～

座長

青儀健二郎（四国がんセンター）・井上　真奈美　（山口県立大学）

シンポジスト

①大学病院における高離職率からの脱出と変革　～より効果的な看護方式の構築～

光本かおり（京都府立医科大学附属病院）

②看護の思考プロセスを良質化するための教育とその体制による効果の可視化

磯　雅子（東京臨海病院）

③モニタリングとリーダーシップによる組織能力強化～看護基盤強化がもたらすRRSの実現と病院経営貢献～

湯野智香子（小松市民病院）

④導入前後の変化と進化、今後の可能性

駒田香苗（姫路赤十字病院）

討論会

論点：仲間たちと探る「忙殺からの変革」

討論G1：大学病院の仲間たちと探る（指定討論者）

山口大学医学部附属病院（藤井聡美）

討論G2：沖縄県立病院の仲間たちと探る（指定討論者）

仲田朝子（沖縄県立南部医療センター・こども医療センター）

討論G3：厚生病院の仲間たちと探る（指定討論者）

岩上知映（JA北海道　旭川厚生病院）・　伊藤恵美（JA愛知　海南厚生病院）

討論G4：日本赤十字病院の仲間たちと探る（指定討論者）

佐伯久美（古河赤十字病院）・ 松嵜美紀（伊勢赤十字病院）・　秦　美香子（松江赤十字病院）

休憩

10分

シンポジウム 2　&　討論会

「患者状態適応型」の医療管理モード

～医師・看護師・多職種のための臨床マネジメント～

座長

若尾文彦（国立がん研究センター）・渡邊千登世（埼玉県立大学）

シンポジスト

①状態適応型ダイナミックタイムマネジメント

～看護師から多職種まで～

小林綾乃（藤枝市立総合病院）

②構造化臨床知識がもたらす病院としての組織的臨床マネジメント

～褥瘡マネジメントシステム～

前原陽子（社会医療法人生長会）

③PCAPS搭載チームコンパス：医師の活用事例と可能性

小川雅生（ベルランド総合病院）

④PCAPS移行ロジックの整備と運用

高木美由紀（奈良県立医科大学附属病院）

⑤臨床プロセス評価改善のための組織化

玉本哲郎（奈良県立医科大学・奈良県立医科大学附属病院）

討論会

論点1_変革の基盤となる看護部門への導入と成果

論点2_院内基盤構築・経営貢献に向けた看護の努力をどう評価するか

論点3_医師たちは、変革に向けてどのように行動できるのか

論点4_看護・医師・多職種への展開をどう実現するか

論点5_品質経営・健全経営に向けて、病院長・理事長等はこのDXをどう展開するのか

中山健夫（京都大学） 水流聡子（東京大学）

矢野 真（元日本赤十字社総合福祉センター）

井手　睦（聖マリアヘルスケアセンター ） 進藤　晃（利定会 大久野病院）

北村　薫（AM　CLINIC）　吉岡　真一（八尾市立病院）

優秀発表授賞式

副理事長

中山健夫

（京都大学）

次回大会長挨拶

（動画）

片岡  亨

（生長会　ベルランド総合

病院　院長）

次回副大会長挨拶

小川 雅生（生長会　ベル

ランド総合病院）

前原 陽子（社会医療法

人生長会）

閉会宣言

矢野　真

（元日本赤十字社総合

福祉センター所長）

撤収

第2ルーム

ギャラリー１

2F

（45/65名）

一般演題　4　(口演）　（60分）

「チームコンパス導入による業務改善と運用」

座長

加藤　省吾　　 (東京大学)

口演者（4名）

伊藤恵美（ＪＡ愛知厚生連　海南病院）

磯　雅子（東京臨海病院）

横谷京子（ベルランド総合病院）

山名映己子（ベルランド総合病院）

※優秀発表審査対象発表

休憩

オーガナイズドセッション　1

＜リハビリ＞

「構造化知識に基づくPCAPSコンテンツ整備」

座長

進藤　晃（利定会　理事長）

井手  睦 （聖マリアヘルスケアセンター　院長）

演者

加藤省吾（東京大学）

前田亮介（聖マリアヘルスケアセンター）

大塚渉（聖マリアヘルスケアセンター）

中山剛志（大久野病院）

林　勇一（聖マリア病院）

吉田大祥（飯塚病院）

※優秀発表審査対象発表

休憩

オーガナイズドセッション　2

＜介護＞

「介護施設における

看取り期・プレターミナル期を考える」

座長

下山 久之（同朋大学）

演者

下山久之（同朋大学）

西村真由美（京都大学）

伊藤明代（同朋大学）

小澤公人（常葉大学）

大塚芳正（社会福祉法人美芳会）

藁科 さおり（社会福祉法人美芳会）

※優秀発表審査対象発表

撤収

第３ルーム

中教室

３F

（45/65名）

一般演題　5　(口演）　（60分）

「看護記録の標準化と看護過程の可視化」

座長

荒木　昭輝　（聖マリア病院）

口演者（4名）

松井玲子（三田市民・済生会病院）

小山尚美（徳山中央病院）

藤田紀美代（徳山中央病院）

堂浦美佐枝（奈良県立医科大学附属病院）

※優秀発表審査対象発表

撤収

企業展示

ホワイエ

伊藤謝恩ホール前

B2

撤収 撤収

ランチタイム（伊藤ホール）

出典（㈱イノシア

PCAPS搭載チームコンパス


